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現状報告３

「アセスメントとカリキュラム・マネジメントによる
林野高等学校の改革～汎用的な能力・資質の育成と評価～」

岡山県立林野高等学校　前校長

三　浦　隆　志　氏

（司会）

　それでは、続いての報告です。「アセスメント

とカリキュラム・マネジメントによる林野高等学

校の改革　～汎用的な能力・資質の育成と評価

～」と題しまして、前岡山県立林野高等学校校長

の三浦隆志様からご報告をいただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

（三浦）

　皆さん、こんにちは。岡山からやってまいりま

した三浦でございます。今日は白井様の報告、池

田先生、橋村先生の話を受けて高校の現状という

ことでいくらか報告させていただきたいと思いま

す。自己紹介としては岡山県の公立学校の教員を

長くしておりましたが、今年の３月31日で退職を

しまして、今は無職の身でございます。在職中に

一番大きかった仕事といいますと、ちょうど今か

ら20年ほど前、2001年から10年間、岡山操山とい

う学校に勤務しておりました。ちょうど公立の併

設型中高一貫を立ち上げるところから軌道に乗せ

る仕事を10年やりました。その後半、今から10年

ほど前に現行の学習指導要領が策定される中でい

わゆる評価をずっと研究しておりました。いわゆ

る「言語活動の充実」ということをキーワードに

しながら、言語活動をどのように評価していけば

いいのかということを校内で研究をしていたチー

ムの一人でした。そういう私がそのうち管理職に

なり、「資質・能力の育成と評価」を研究すると

は思いませんでした。

　当時岡山操山では300人の生徒がいましたが、

300番の生徒でも国公立大学の推薦AOに通る

ケースがよくありました。それはどういうことか

というところが研究のスタートでした。そういう

生徒にはどのような力が付いているのかが疑問の

スタートでした。たまたま東京大学の苅谷剛彦さ

んに出会いまして、ご指導を受けました。いわゆ

るコンピテンシーの話です。私たちは社会力とい

うキー概念を１つ作り、それで何年間か調査しま

しょうということで、東京大学と連携しました。

現在でも東京大学はデータを取っていますが、社

会力がどのような形、どの場面で付いていくのか

を回帰分析等を通じて明らかにしていったので

す。そのことが契機で今のようになっていったの

だと思います。

　林野高校の話を少しします。実は私は３年間林

野高校でお世話になりました。この春から高等学

校では「学びの基礎診断」といいます大がかりな

公的なアセスメントの取り組みが始まりました。

このアセスメントを実施するにあたって高校生の

学力保障をどのようにすすめるかという文部科学

省の実証研究を通じて学校改善を進めていきまし

た。

　それでは、林野高校は岡山県の地図では右上に
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なります。なかなかイメージしにくいところです

が、有名人と言えば宮本武蔵が出たところぐらい

でしょうか。そこにある唯一の公立高校です。こ

こを見ていただくと分かりますが、中山間地域の

学校で、定員を充足していない学校です。しかし、

地元の人材育成を担っていますので、国公立大学

の合格が学校のミッションの一つになっています。

　今から８年ぐらい前に学校が困った時期があり

ました。そこで、学校改革を行いました。単位制

に移行するとともに学校設定教科や科目を用意し

て、さまざまな教育プログラムを開発しました。

特に文部科学省から表彰されたこととして、「総

合的な学習の時間」をうまく機能させて生徒の学

ぶ意欲を高める取り組みが著名です。ユネスコス

クールの世界大会が岡山であったということもあ

りまして、早くからグローバル人材の育成にも取

組んでおりました。近年では台湾の学校と姉妹校

を結び交流を始めています。これも後で出てまい

りますが、小さな学校ですので、ICT設備も整備

し て い た だ き、 生 徒 が １ 人 １ 台 でGoogleの

Chromebookというパソコンを持って授業に活用

しています。

　一番の課題はなんであったかといいますと、お

手元にデータがあると思いますが、定員と入学者

です。青いところは100％入ったところです。ち

なみに今年度も0.83ということで定員に満たない

状況でした。だいたい2009年あたりまでは大丈夫

でしたが、2010年から危機的な状況におちいりま

した。ここにありますが、定員に対して70％とい

う７割を切るという超危険な状態もありました。

実はそこから学校改革がスタートしました。私が

いたのがその残りの３年のところです。

　私が校長になりました直後、教育委員会と教育

長さんから具体的に「おまえの学校はどうするの

か」ということで、実は若い先生方に集まっても

らい、学校の現状をふまえて作成したポンチ絵が

これです。当時の先生方の発想からしますと、「こ

んなことをやっています、校長先生」というとこ

ろで、いわゆる活動ベースのことは先生方はよく

頭に入っています。ここに「豊かな心」とか「グ

ローバル」だとか、「知識を活用して新しい価値

を生み出す」というところは見えるのですが、具

体的に活動の部分と資質・能力のつながりが見え

ないのです。これをどうにかするしかないという

ところで、具体的なことが始まったわけです。そ

れから、本日は公立高校の先生方が半分ぐらいお

られますので、いわゆる校内でやっているテスト

と業者の模擬試験だとかアセスメント教材を割り

振るとこういうことになります。高校生は結構忙

しく生活をしています。さらに今年の９月にここ

に「学びの基礎診断」を入れます。さらに英語検

定をどうするのかということを検討するときに

作った表なのです。高校生は忙しいという状況が

おわかりになると思います。

　これは概念の話です。このように取組をしても

課題としては生徒が集まらず、他地区へ流出して

います。

　さらに、先進的な取組みをしていますが成果が

十分ではないのです。実際に入学してくる生徒は

真面目で、国立大学に半分以上は行きたいと言う

生徒たちばかりです。当然北海道大学もきちんと

視野に入っています。全国津々浦々に進学してい

きます。実際に今年、北見工大に行った生徒もい

ますので、全国に行くことに関して普通ですから、

この辺りとうまく連動させて成果をあげるところ

が課題でした。それ故生徒にどういう力を付ける

かを明らかにし、授業を中心として教育活動を改

善して、さらに社会に開かれた取り組みを行って

基礎学力の定着に向けた調査研究事業を梃子にし

て取組んできたわけです。

　「学びの基礎診断」が今年から始まったという

ことは先ほど申し上げましたが、新しいテストを

導入するための調査・研究というわけではなく

て、これまでの課題を克服して新たな未来を切り

開く若者を育てるために取り組むということを私

は連呼して言いました。ですから、どこかの業者

テストを何回かやってテストの点が上がればいい

という話ではないということを常に言ってきたの

です。
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　これは去年の12月に京都でもお話をしました。

このような二つの柱でやってきました。ちょうど

ここの部分です。「主体的に学ぶ力を育成する」

とここに書きましたけれども、先生方のイメージ

では生徒は自分で勉強しないとか、勉強し続けな

いという課題が何となくありましたが、つまり学

校の課題としてぼんやり見えていましたが、どう

するかというところがなかなか見えていませんで

した。いわゆる「どうするか」のエンジンがない

ということです。

　もう一つは当時新しい学習指導要領の道筋がつ

き始めていましたから、その道筋を踏まえた上で、

二つの取り組みを３年間で統合したいところが私

の願いでした。この部分から話をしますと、授業

改善の部分では先生方に少し評価ということを意

識したような理論を少し勉強していただきまし

た。といいますのも当時指導教諭をしていたある

女性の教員から「先生、先生方に理論的に『問い』

の研究をしていただくことで、授業改善が図れる

のではないでしょうか」と提案がありました。最

終的には先ほどの橋村先生の話がありましたけれ

ども、北大が求めているコンピテンシーのところ

で申し上げますと、このようなレベルにあるのだ

というところが「問い」に応じて生徒がどのよう

な力を身つけることが出来たかを明らかにできま

すので、「いいでしょう」ということで研究をやっ

ていただきました。

　具体的な「問い」はプリントにはありませんが、

「Ideas」に当たるところが知識の部分に当たる

のでしょう。よく「関ヶ原の戦いが何年ですか」

という問いに「1600年」と言いますが、実際に「1600

年」というワードを答えるわけではなくて、1600

年の後ろに隠されている意味的なものも含めての

「Ideas」というレベルです。そして、その「Ideas」

をうまく活用して「江戸幕府が260年間も続いた

理由はどういうことですか」ということを考えさ

せます。自分で考えるケースもあるでしょうし、

グループになって探究活動していくこともあるか

と思います。

　さらに「Extensions」という形で、「では今であっ

たらどうしますか」という問いです。ここのとこ

ろに「もしも」という問いがここで「もしも、こ

ういうことであれば、どういうことをあなたは考

えますか」「どうしたらいいでしょうか」という

具合です。日本史などの歴史で言いますと、「先生、

それは間違いではないでしょうか」というご指摘

があると思います。新学習指導要領では日本史探

究のところで明確にここまで書かれています。こ

れは漢文のアイスルーブリックです。「鶏口とな

るも牛後となるなかれ」という有名なところです。

　漢文の学習では文章を読んで意味を調べて意味

をとらえることを主にします。ここでは、洞察を

促す問いとして、「鶏口牛後」のことわざを出し

たねらいから、「鶏口牛後」という言葉を出す前

にどのような話をすると、「鶏口牛後」の言葉の

理解が進むかという「問い」が考えられます。さ

らには人に説得されて判断を迫られるということ

について実社会において挙げられる例で何がある

かとさらに発展した「問い」が考えられます。当

然意味を理解していなければいけませんし、実社

会というところに言葉の意味の広がりがあるわけ

です。それ故に評価が段階的にできるということ

になります。

　生徒が主体的に学ぶ力を育成する柱の二つ目は

Chromebookの導入です。Chromebookは５万円

ほどの機械です。Googleが「G Suite for Education」

というアプリを学校に用意してくれます。

Excel、Word、Power Pointのようなアプリがあ

り、これらと互換性もあります。特にClassroom

というアプリを使って文字、映像、音を事前に送っ

て予習をさせることができます。授業中に問題を

送ることができて、入力すれば共有することもで

きます。「フォーム」とはアンケートです。ミニ

テストです。これはすぐにできます。生徒の学び

方も大きく変わりました。それから、リフレクショ

ンの部分で言いますと、山梨大学の堀哲夫先生の

研究を援用しまして、「一枚ポートフォリオ」を

たいがいの教科が導入しています。これは生物基

礎のプリントですけれども、学習する前ではこれ
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ぐらいのことしか書けないのですが、学習後はこ

れぐらいのことがきちんと書けるようになりま

す。これは表面ですけれども、裏面には一時間ご

とに書かれています。それを授業の終わりに生徒

に今日の授業で「なるほど」と思ったところを表

現させ、授業後に教員がチェックをしているので

す。どの教科も同じ形ではないのですが、工夫し

ながらやっています。

　結果ですが、ベネッセのアセスメントでDゾー

ンが劇的に減っていきます。ただ、これだけでは

われわれが求めているところにはないことが、こ

の３年間やってきたことです。

　これがHypre-QUというアセスの中に学習方略

を問う場面があります。学習方略の改善の部分が

見えてくるところです。ですから、いろいろなア

セスメントを組み合せながらやっていく苦しい部

分もありますが、これが今は最良の評価指標です。

　授業評価アンケートは先ほど言いましたが、

「フォーム」というアプリで素早くやってしまい

ます。生徒が入力すればすぐに結果が分かる方法

です。レーダーチャートが出るようにしてありま

す。膨らみが大きければいいわけです。これは去

年の２学期のものです。こちら側の膨らみが少し

小さいのでこういうところで指導改善の部分があ

るということで、教科によってはすぐにカリキュ

ラム・マネジメントができますので、迅速な指導

改善が行えるのです。

　先ほど北大の入試の説明中で先生方が生徒をよ

く見ていただきたいというところがありました。

もちろん教師は生徒をよく見ているのですが、む

しろ、どういう力のある生徒を育てるのかが重要

と考えています。それ故に私たちは「チーム・学

校」として、先生方に振り返り手法をいろいろレ

クチャーしました。学期の振り返りだとか、先ほ

どの授業評価の振り返りもそうですが、次の改善

に向けていく第一歩として小さな振り返りをやる

ところからスタートすることを大切にしています。

　その具体的な取組の中で全職員で２年目の重点

目標を作りました。それを受けて２年目の半年間

ぐらいかかって、「学校教育目標」を作っていっ

たのです。いわゆる校訓はあったのですが、「チー

ム・学校」としてどういう生徒を育てたいのかと。

当時は「○○力」をたくさん挙げられていた全国

の学校がありましたが、先生方は文章にしたいと

いうことで、それぞれの教科や学年団から、どの

ような生徒を育てるかという言葉を切り出しまし

た。それが「すべては光る個性の輝き」という創

立90周年のときにできた校訓に、３年間で「育て

たい生徒像」を加えて出来上がったのです。

　先ほどの白井様の話でもありましたが、横浜国

立大学の高木展郎先生の指導を受けまして、さら

にグランドデザインというものを先生方に作って

いただきました。岡山県では今年度から全ての学

校でこういう形でグランドデザインを出すことに

なりまして、林野高校では早々に問題なくやって

います。これは昨年度版ですが、今年版はこれが

いくらか先生方によって修正がかかっています。

　最後です。全体のグランドデザインができた後

に教科のグランドデザインも昨年度出来上がりま

した。これはどのように作っていいのかというと

ころでかなり苦労しました。ちょうど学習指導要

領が告示された後で「見方・考え方」のところが

きちんと明記されました。「見方・考え方」から「資

質・能力」ベースでどのようにすればいいかから

できあがったものです。これは国語科のグランド

デザインです。先ほど申しましたように小さなカ

リキュラム・マネジメントを駆使しながらそれぞ

れの生徒を育成していくが中心です。これは学年

です。学年がこのようにしたいというところで、

学年のグランドデザインを作り、生徒の育成を進

めていくのです。さらに３年間の調査研究事業で

少し無理をしていろいろやってみようということ

で、ベネッセのGPSもやってみました。いわゆる

批判的思考力です。汎用的な思考力をどのように

見るのかということもやってみて、スコアを出し

ています。昨年度はまだ結論は出ませんでしたが、

今年はどうするかの結論は出ると思っています。

おそらく２年やってみて、どのような生徒に力が

付いているのかということが見えてくるだろうと
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思っています。

　３年間の終わりに先生方に対して３年間を振り

返ってどうだったかという調査もしてみました。

皆さんはグランドデザインを理解していますし、

それで実践をしているのですが、それが授業改善

で生徒がどう変容したかがまだ明確な実感がない

ようです。生徒にどういう力を育てていますか、

という問いになると苦しい部分があると思ってい

ます。これは４点評価で調査し、上の２点を足し

たものを肯定とし、下の２点が否定としています。

よく林野高校はこうやっていますという形でお話

をさせていただくことが多々ありますが、実際に

PDCAはどうなったのかという点ではこうなりま

す。実はPDCAをどう回すかということでお尋ね

があります。「先生、PDCAを回すとはどうする

のですか」という具合です。取りあえず３年間の

PDCAでこのようになったように感じます。実際

には最良と考えたPDCAは回っていないと思いま

す。AからDに戻ったりとか、この辺りを行った

り来たりするのではないかというところがやはり

先生方の中から出てきました。ですので、おそら

く最初はPDCAの構築の部分になりますとここに

おられる先生方は悩まれると思いますけれども、

最終的にそれぞれの学校が最良と思うPDCAにな

れば、という気持ちからスタートされればいいと

思います。

　管理職はどうするかという点では、ここだと思

います。Pを設定するときに評価とのひも付けを

やっていくかを考えておくことが、最終的にうま

く回っていく部分だろうと思います。林野高校は

小さな学校ですから、生徒一人一人の振り返りは

年に３回ぐらいやっていますのでデータの共有も

カリキュラムマネジメントもうまく出来つつある

のだと思います。

　これは昨年度末の総括ワークショップの様子で

す。こういうことを先生方は普通にやってくれま

す。KPT法で発表しているところです。これが

終わって次年度のことがらが出来上がっていくこ

とが普通になったようです。

　さて、課題もありますが、特に最後に申し上げ

たい話です。これは先生方のことではありません。

それでも先生方の中で自分たちが育てたい生徒が

うまくいっているかどうかというところが不安な

部分をたくさん抱えておられました。当時、たま

たま総合的学習の時間が学びにどのような足場掛

けをしているかということで調査に入っていただ

いている産業能率大学の荒木淳子先生に調査の中

から見えてきたものについて研修会を開き、説明

をしていただきました。総合的学習の時間におい

てラーニング・ブリッジングの研究調査の中での

生徒のインタビュー調査のデータを頂いたもので

す。MDPという本校の総合的な学習の時間が切

り口ですが、インタビュー調査に関わってくれた

生徒の発言内容から、リーダーシップや学習観の

変容、仲間との学び合いや自発的に関わる楽しさ、

新しい気付きというところも明確に見えてきたこ

とを指摘していただきました。つまり、われわれ

がやっていることをどのように評価して、われわ

れ自身が学校経営を進めていくところで自信を

持っていくためにアンケート以外にインタビュー

のようなこういうやり方もありますと先生方に

知ってもらいました。

　最後に今日の話にたくさん出てきていますけれ

ども、先生方によく言った話としては形成的評価

を繰り返しながら総括的評価をしていきましょう

と言い続けました。そこは上手に道筋を誤らずに

生徒たちが力を付け、最終的には進路に向かって

どう進めていくかという部分をお互いに対話をし

つつPDCAに落とし込めていければ林野高校もま

だまだ良くなるのではないかと思っていたからで

す。

　到達点と課題です。全てがオッケーになってい

るわけではありません。私が勤務した３年間で、

例えば国公立大学の合格者の目標値が40人として

いましたが、40人に届いていないという現実もあ

ります。しかし、先ほどお話がありましたような

北大の入試をされるということになれば林野高校

からでもチャレンジできると思っています。毎年

北海道大学を希望する学生がいます。なぜかとい
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うと、理系の括りの入試などで北大に行ってみた

いと、さらに修学旅行で北海道にやってきますの

で、雰囲気が良かったりして北海道で勉強してみ

たいと言う生徒が何人もいるのです。そういう意

味ではこの入試改革が林野高校にもいい影響を及

ぼしていただければいいのではないかと思いま

す。私の話は終わりにしたいと思います。どうも

ありがとうございました。（拍手）

（司会）

　どうもありがとうございます。それでは、ここ

で再度休憩を取らせていただきたいと思います。

再開は15時50分です。先ほど来からお知らせをさ

せていただいていますが、質問票にご記入いただ

きまして、後ろにいるスタッフが回収に伺います

のでよろしくお願いします。それでは、15時50分

から再開します。

〈休　　憩〉
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資　　料
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